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洲本第三小学校で、６月１９日�

大浜海水浴場で
、７月７日�



2

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
本
年
八
月
五
日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」
）
が
始
ま
り
ま
す
。�

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
す
べ
て
の
市
町
村
の
住
民
票
に
番
号
（
住
民
票
コ
ー
ド
）
を
つ
け
て
、
住
民
票
の
情
報
を
全
国
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
も
の
で
す
。
取
り
扱
う
情
報
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
で
す
。
こ
の
住

民
票
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
全
国
の
ど
こ
で
も
本
人
確
認
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
行
政
手
続
き
の
と
き
に
、
住
民
票
の
写
し
が
不
要
に
な
る
な
ど
、

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
事
務
の
効
率
化
が
順
次
図
ら
れ
ま
す
。�

住
基
ネ
ッ
ト
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

順
次
行
政
手
続
が
便
利
に
手
軽
に�
順
次
行
政
手
続
が
便
利
に
手
軽
に�

8月5日
～�

�
8月5日

～�
�

住
民
票
コ
ー
ド
は�

八
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す�

�
住
基
ネ
ッ
ト
の
利
用
で�

便
利
に
な
る
こ
と�

�

個
人
情
報
の
保
護
は�

万
全
に�

　
平
成
十
一
年
八
月
の
住
民
基
本
台

帳
法
の
改
正
に
よ
り
、
八
月
五
日
か

ら
住
民
票
に
十
一
け
た
の
住
民
票
コ

ー
ド
が
新
し
く
記
載
さ
れ
ま
す
。
こ

の
住
民
票
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
国
や

県
の
行
政
機
関
で
は
、
住
民
か
ら
各

種
の
届
け
出
や
申
請
時
に
提
出
が
必

要
だ
っ
た
住
民
票
の
写
し
の
代
わ
り

に
、
本
人
確
認
情
報
の
提
供
が
受
け

ら
れ
ま
す
。�

　
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
個
人
を
特
定

す
る
た
め
の
無
作
為
に
抽
出
し
た
数

字
で
す
。
市
で
は
八
月
中
旬
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ラ
ン
ダ
ム
に
割
り
振

っ
た
住
民
票
コ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
の
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
請

求
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
番
号
を
指
定
し
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

�

◆
本
年
八
月
五
日
以
降
、
順
次
で
き�

　
る
も
の�

▽
洲
本
市
が
所
有
し
て
い
る
住
民
票�

　
情
報
の
う
ち
、
本
人
確
認
情
報

　
（
氏
名
・
住
所
・
性
別
・
生
年
月

　
日
）
と
住
民
票
コ
ー
ド
を
、
国
や

　
県
な
ど
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
、
こ
れ
ま
で
免
許
や
資
格
の
申

　
請
時
に
必
要
だ
っ
た
住
民
票
の
写

　
し
や
、
年
金
や
恩
給
、
児
童
扶
養

　
手
当
な
ど
に
必
要
だ
っ
た
現
況
届

　
時
の
市
町
村
長
の
証
明
な
ど
が
順

　
次
省
略
さ
れ
ま
す
。�

◆
平
成
十
五
年
八
月
か
ら
で
き
る
も�

　
の�

▽
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
住
民
票

　
の
写
し
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

　
に
な
り
ま
す
。�

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る
場
合
は
、
転
出
証
明

　
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、

　
転
入
市
町
村
で
必
要
な
住
民
情
報

　
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
転
送
さ
れ

　
る
な
ど
、
引
越
し
の
場
合
の
手
続

　
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。�

　�　
住
基
ネ
ッ
ト
は
、
個
人
の
大
切
な

情
報
を
扱
う
た
め
、
万
全
の
情
報
保

護
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
記
録
す

る
個
人
情
報
は
限
定
し
、
そ
の
利
用

方
法
や
提
供
も
限
定
し
て
い
ま
す
。�

▽
住
基
ネ
ッ
ト
で
管
理
す
る
本
人
確�

　
認
情
報
は
、
「
氏
名
・
生
年
月
日

　
・
性
別
・
住
所
・
住
民
票
コ
ー
ド

システム�システム� 行政機関�
（国・地方公共団体など）�

民　　間�

市町村�

報処理機関�

月日�
のみを保有�

（　　　　　）�法律上の根拠が必要�
目的外の利用禁止�

住
民
票
に
11
ケ
タ
の�

住
民
票
コ
ー
ド
が�

加
わ
り
ま
す�
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国
民
総
背
番
号
制
と
は�

異
な
り
ま
す
　�

　
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
」
に
限
ら
れ

　
て
い
ま
す
。�

▽
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
不
規
則
に
付

　
番
し
ま
す
の
で
、
住
民
票
コ
ー
ド

　
の
順
番
で
住
所
や
続
柄
な
ど
は
特

　
定
さ
れ
ま
せ
ん
。�

▽
住
基
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
の
提
供
を

　
行
う
行
政
機
関
や
利
用
事
務
は
、

　
法
律
で
具
体
的
に
規
定
し
て
い
ま

　
す
。
目
的
外
に
利
用
す
る
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。�

▽
民
間
部
門
で
の
住
民
票
コ
ー
ド
の

　
利
用
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。�

▽
安
全
性
の
高
い
専
用
回
線
で
の
ネ

　
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
通
信
デ
ー
タ
の
暗

　
号
化
な
ど
で
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
か
ら
の
不
正
侵
入
や
、
情
報
の
漏

　
え
い
を
防
止
し
て
い
ま
す
。�

▽
住
基
ネ
ッ
ト
操
作
者
の
目
的
外
利

　
用
を
防
ぐ
た
め
、
操
作
者
用
Ｉ
Ｄ

　
カ
ー
ド
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て

　
情
報
を
管
理
し
ま
す
。�

　
住
基
ネ
ッ
ト
は
地
方
公
共
団
体
共

同
の
シ
ス
テ
ム
で
、
国
が
一
元
管
理

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報

処
理
機
関
か
ら
国
な
ど
へ
の
情
報
提

供
は
、
法
律
上
の
根
拠
が
必
要
で
、

内
容
も
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
住
基
ネ
ッ
ト
は
、
国

が
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情
報
を
一
元
的

に
管
理
す
る
「
国
民
総
背
番
号
制
」

と
は
異
な
る
も
の
で
す
。�

▼
住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
お
問
い
合�

わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
生
活
部
市
民

課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
５

１
）
へ
。�

住民基本台帳�

住民基本台帳ネットワークシステム�

　市町村の区域を越えた住民基本台帳について事務の処理や、

国や県の行政機関などに対して本人確認情報の提供を行うため

の全国規模のネットワークシステム。�

住　　　　民　　　　票�
�

　市町村の住民について、個人や世帯単位に氏名、生年月日、

性別、世帯主の氏名と世帯主との続柄、戸籍の表示、住民とな

った年月日、住所、転入者の届出期日、選挙人登録、国民健康�

保険の被保険者などの事項を記載したもの。これに本年８月５

日から、１１桁の住民票コードが追加されます。�

住 民 票 コ ー ド �
�

　住基ネットを運用するため、８月５日現在以降、住民基本台

帳に登録されている人すべてに割り振りする１１けたの番号。�

住民基本台帳カード�
�

　本人確認情報を確実に行うためのＩＣカード。平成１５年８

月以降、申請すればカードの交付が受けられます。住民基本台

帳カードは、写真付きと写真なしの２種類が予定されており、

どちらかが選択できます。写真付きカードは、個人の証明書と

しても利用できます。�

本 人 確 認 情 報 �

　住基ネットで、都道府県などに記録、保存され、国や県の行

政機関などに提供される情報で、氏名・生年月日・性別・住所

・住民票コード・変更情報に限られており、これらを「本人確

認情報」といいます。�

住民基本台帳ネットワーク住民基本台帳ネットワーク

洲本市役所�

ほかの

都道府県�

指定情

氏名・住所・性別・生年
住民票コード・付随情報
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広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

下
水
道
で�

さ
わ
や
か
な
生
活
を�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル� 　

市
で
は
、
快
適
な
環
境
で
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
公
共
下
水

道
の
工
事
を
順
次
進
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
桑
間
か
ら

物
部
二
丁
目
ま
で
の
延
長
一
・

一
　
　
に
わ
た
る
道
路
下
約
四

　
の
シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
掘

削
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
汚
水
管
に
は
、
物
部
二
、

三
丁
目
、
桑
間
一
丁
目
地
域
内

の
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚

水
が
流
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
は
、

内
面
の
仕
上
げ
作
業
（
二
次
覆

工
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
す
い
せ
ん
苑
内
で
は
、

最
初
沈
殿
池
の
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
最
初
沈
殿
池

は
、
汚
れ
た
水
が
最
初
に
流
入

す
る
施
設
で
、
池
の
中
を
ゆ
っ

く
り
流
れ
る
間
に
ゴ
ミ
を
沈
殿

さ
せ
る
働
き
を
し
ま
す
。
流
入

水
が
増
え
、
生
物
処
理
だ
け
で

は
水
を
き
れ
い
に
す
る
の
が
困

難
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
こ
の

施
設
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。���

　
私
た
ち
の
生
活
水
準
は
年
々�

向
上
し
、
便
利
で
快
適
な
毎
日�

大
切
な
役
割
を
担
う�

下
水
道�

貫通しました�

■ 面施 工 平 面 図�面 図�

断 図（一次覆工）�

岩 盤 部� 土 砂 部�

シールドマシン解体状況�
掘削作業を無事、終えたマシンが解体されま
す。マシン先端のカッターヘッドが取り除か
れました。�

下水道工事現場�
物部地区の道路内に汚水管を布設するために
開削工事を行っています。�

工事中の最初沈殿池�
下水道の接続件数増加により、浄化作用の効
率を上げるために建設工事をしています。�

Ｂ�
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を
送
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
反
面
、
家
庭
や
工
場
な

ど
か
ら
の
排
水
が
川
や
海
を
汚

し
、
自
然
環
境
を
ど
ん
ど
ん
破

壊
し
て
い
ま
す
。�

　
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適

な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
の
排
水
を
き
れ

い
な
水
に
し
て
、
自
然
に
戻
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
下
水
道
は
、
こ
の
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。�

�

◆
街
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す�

　
汚
い
溝
な
ど
が
な
く
な
り
、

ハ
エ
や
蚊
が
発
生
し
な
く
な
り
、

衛
生
的
で
き
れ
い
な
街
に
な
り

ま
す
。�

�

◆
水
洗
便
所
に
な
り
ま
す�

　
清
潔
で
衛
生
的
な
水
洗
便
所

が
使
え
ま
す
。
悪
臭
か
ら
解
放

さ
れ
、
清
潔
な
生
活
が
お
く
れ

ま
す
。�

�

◆
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す�

　
下
水
を
処
理
場
で
き
れ
い
に

し
て
か
ら
川
に
流
し
ま
す
の
で
、

川
や
海
を
汚
し
ま
せ
ん
。�

�

◆
大
雨
か
ら
街
を
守
り
ま
す�

　
道
路
に
流
れ
た
大
雨
を
下
水

道
に
流
し
ま
す
の
で
、
水
が
た

ま
り
ま
せ
ん
。�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

下水道・汚水トンネル（桑間～物部二丁目間）が　�

■施 工 平施 工 平 面 図�■施 工 平

■施 工 縦

土 砂 部�

汚水管埋設工事スタート地点�
ここから物部２丁目まで１.１　　の掘削工事
を行いました。深さは地下約４～６　。�

汚水管中間地点�
シールドトンネルの直径は約二　。この後、坑
内の清掃、レールなどの撤去工事を行い、内径
約１　３５　の汚水管に仕上げます。�

汚水管埋設工事到達地点�
６月１９日、中島三叉路付近に設置されている
立坑へ貫通しました。今後、マンホールが完成
すると宇原方面からの汚水も流れ込みます。�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�

セン�
チ�

メー�
トル�

キ�
　ロ�

Ａ�

Ａ� Ｂ�
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第
三
回
「
洲
本
市
・
津
名
町

・
五
色
町
・
一
宮
町
合
併
協
議

会
」（
以
下
「
合
併
協
議
会
」）

が
六
月
二
十
七
日
、
五
色
町
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
市
の
名
称
を
募
集
す
る
こ
と

や
、
市
町
合
併
に
つ
い
て
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
た
ほ
か
、
広
報
発
行

業
務
や
姉
妹
都
市
の
取
扱
い
な

ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
次
回
は
、
一
宮
町
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
で
八
月
二
十
二
日
、

午
後
一
時
半
か
ら
開
か
れ
ま
す
。
�

����　
合
併
協
議
会
で
は
、
新
し
い

市
の
名
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
新
市
の
名
称
は
、
洲
本
、
津

名
、
五
色
、
一
宮
の
名
称
は
使

用
し
な
い
で
、
漢
字
や
ひ
ら
が

な
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
、
地
理

的
特
徴
や
歴
史
・
文
化
、
合
併

を
記
念
し
た
名
前
な
ど
、
新
市

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
名
前
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
�

　
新
市
名
と
し
て
選
ば
れ
た
作

品
を
応
募
さ
れ
た
人
に
は
、
抽

選
で
名
付
け
親
大
賞
と
し
て
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
（
そ
の
ほ

か
、
名
付
け
親
賞
や
特
別
賞
を

選
び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
）。

◆
応
募
方
法
　
応
募
は
、「
新
し

　
い
市
の
名
称
」
と
「
そ
の
意

　
味
や
理
由
」
の
ほ
か
、
応
募

　
者
の
▽
住
所
　
▽
氏
名
（
ふ

　
り
が
な
）
　
▽
年
齢
　
▽
性

　
別
　
▽
電
話
番
号
を
書
い
て
、

　
官
製
は
が
き
か
ｅ
メ
ー
ル
で

　
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が

　
き
は
何
枚
で
も
応
募
で
き
ま

　
す
が
、
同
一
人
の
同
一
名
称

　
は
、
一
枚
の
み
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募

　
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ

　
る
応
募
ホ
ー
ム
か
ら
で
、
一

　
人
一
点
に
限
り
ま
す
。
�

◆
応
募
先
　
〒
６
５
６
―
８
６

　
８
６
　
洲
本
市
本
町
三
―
四

　
―
一
〇
　
洲
本
市
・
津
名
町

　
・
五
色
町
・
一
宮
町
合
併
協

　
議
会
事
務
局
�

◆
締
　
切
　
八
月
三
十
一
日
（土）
�

����　
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
新
市
建
設
計
画
策
定
」

の
た
め
、
一
市
三
町
の
全
世
帯

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
や
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
質
問
に
回
答
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
�

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

新
し
い
市
の
名
称
を
�

募
集
し
ま
す
�

ア
ン
ケ
ー
ト
に
�

　
　
　
　
ご
協
力
を
�

　
任
期
満
了
に
伴
う
洲
本
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
が
七
月
七

日
に
行
わ
れ
、
二
十
四
人
の
公

選
に
よ
る
委
員
と
、
市
長
が
選

任
し
た
四
人
の
委
員
、
併
せ
て

二
十
八
人
の
農
業
委
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。
�

　
農
業
委
員
会
は
昭
和
２６
年
に

発
足
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
農
業
情
勢
に
対
応
し
、
魅
力

あ
る
安
定
的
な
農
業
経
営
を
目

指
し
た
農
業
政
策
の
推
進
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
�

　
新
し
い
農
業
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す（
敬
称
略
・
順
不
同
）。
�

◆
選
挙
で
選
ば
れ
た
委
員
�

川
邊
　
英
行
（
中
川
原
町
安
坂
）
�

平
野
　
武
男
（
中
川
原
町
中
川
原
）
�

橋
本
　
和
雄
（
安
乎
町
中
田
）

　
田
　
　
治
（
中
川
原
町
市
原
）

椿
原
　
利
恒
（
安
乎
町
平
安
浦
）

岡
　
　
　
榮
（
中
川
原
町
安
坂
）
�

奥
井
　
　
充
（
安
乎
町
古
宮
）

庄
田
　
照
巳
（
安
乎
町
宮
野
原
）
�

菅
　
　
重
義
（
納
）
�

松
岡
　
義
幸
（
金
屋
）
�

滝
本
　
廣
秋
（
鮎
屋
）
�

別
惣
　
亮
介
（
池
内
）
�

庄
慶
　
健
一
（
大
野
）
�

　
川
　
　
叶
（
前
平
）
�

成
瀬
　
輝
明
（
宇
原
）
�

安
倍
　
　
勝
（
下
内
膳
）
�

光
宮
　
純
男
（
桑
間
）
�

富
貴
　
　
豊
（
上
物
部
）
�

上
田
　
昌
昭
（
由
良
町
内
田
）

先
田
　
　
覺
（
千
草
丙
）
�

赤
松
　
洋
輔
（
下
加
茂
）
�

岡
本
　
　
男
（
宇
山
）
�

清
見
　
彰
夫
（
小
路
谷
）
�

山
口
喜
代
松
（
上
内
膳
）
�

◆
市
長
が
選
任
し
た
委
員
�

木
戸
内
良
夫
（
大
野
）
�

奥
井
　
正
展
（
安
乎
町
古
宮
）
�

谷
　
　
文
雅
（
千
草
乙
）
�

北
岡
　
　
肇
（
中
川
原
町
中
川
原
）
�

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
�

　
図
書
館
で
は
、
淡
路
文
化
協

会（
田
村
昭
治
・
会
長
）の
協
力

で
、
「
淡
路
の
歴
史
・
人
物
に

つ
い
て
」
の
夏
休
み
特
別
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
�

◆
と
　
き
　
七
月
二
十
七
日
（土）

　
〜
八
月
三
日
（土）
（
た
だ
し
、

　
七
月
二
十
九
日
、
三
十
一
日

　
は
休
館
）
と
八
月
十
三
日
（火）

　
〜
十
七
日
（土）
。
時
間
は
い
ず

　
れ
も
午
前
十
時
〜
午
後
一
時
�

▼
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
☎
２
�

２
・
０
７
１
２
）
へ
。
�

〜
市
立
図
書
館
〜
�

新
市
の
名
称
を
公
募
�

 
第
三
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
�

新
市
の
名
称
を
公
募
�

 
第
三
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
�

新
市
の
名
称
を
公
募

新
市
の
名
称
を
公
募
�

 
第
三
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

第
三
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
�

新
市
の
名
称
を
公
募
�

 
第
三
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
�

水�
（不定期）�

日�
洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～7：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

広
告�淡路ごちそう館�御食国�（みけつくに）�

全国へ宅配承ります�
ご来店の上、詰め合わせ内
容をお選びいただけます。�
また、お電話などでご注文
いただけるセットも多数ご
ざいます。�

洲本市塩屋１丁目１-8�
TEL.26-1133

島外への「お中元」を淡路特産で�
◎只今、お中元フェア実施中！�
￥3,000以上お買上げにつき�
　・5％の割引�
￥5,000以上お買上げの場合�
　・さらに、淡路ビーフカレー1袋プレゼント�
毎月第2・3水曜日は定休日となっています。　�

7月から洲本パールラインのダイヤが変更になっています。洲本港と関空（泉州港）を結ぶ洲本パールラインの運航ダイヤが変更になってい
ます。ご注意ください。◆問合せ先　洲本パールライン（☎２３・１４４４）HPアドレス　http://www.atc.ne.jp/pearlline/
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するとほら、�
　こんなに焼そばが�
　　おいしくなったよ。�

63

市立洲本第二小学校　5年生35人　自然学校�
　　　　　　　　　　　　　　　　20 0 2年6月9日～14日�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立淡路青年の家にて�

自然学校だからね。�
　火おこしからはじめるんだ。�
なかなか火だねが出来なくて�
　苦労したんだ。�

夜はテントの中でこわ～い話。�
　その後は肝だめし。いっしょにまわった�
　　君の手が、とってもたのもしかったよ。�

片付けだって、任せて。�
　みんなで手分けして、�
　　きれいに洗えたよ。�

紙竹とんぼは作り方も�
　簡単で、よくとんだよ。�

自分でお茶を入れたり、寝具�
の用意をしたりと大変だった。�
でも、みんながいたから、�
なんでもできそうな気がしたんだ。�

最後の夜はキャンドルのつどい。楽しいスタ�
ンツの後は、目を閉じていろんなことを考え�
たよ。知らない間に涙がでそうになりました。�

3つも作ったよ。�

自然学校とは、小学校５年生が５泊６日の日程で学校を離れ、豊かな自然の中で様々な体験活動を行い、それらを通して�
心身ともに調和の取れた健全な児童の育成をめざす活動事業です。１週間後の児童はみんなたくましくなって帰ってきます。�
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写真�ニュース�

　旧暦の端午の節句にちなんで、６月１３日から１週間「デ
イサービスセンターやまて」と「デイサービスセンターうし
お」でショウブ湯のサービスが行われました。このサービス
はデイサービスセンターが始まって以来続いており、３年前
からは下内膳の白水祥文さんのプレゼントによる菖蒲を使っ
ています。デイサービスに訪れたお年寄りたちは、香りが良
く、体のあたたまるショウブ湯を楽しみました。�

ショウブ湯で　いい気分�

塩 屋 橋 が�

　 　 登 録 文 化 財 に�

　大正７年から昭和３３年まで洲本川に架かっていた塩屋橋（写
真上）が、国の登録有形文化財に島内で初めて指定されました。
塩屋橋は、「三連曲弦ポニートラス橋」と呼ばれる珍しい構造で、
洲本市から浜坂町に移設された後、現在は県立淡路島公園（淡路
町）の昭和池に架けられています（通行はできません）。�

　犯罪や非行のない明るい地域づくりの

ために「社会を明るくする運動」が全国

で展開されています。本市では７月７日、

ジャスコ新洲本店前で、街頭キャンペー

ンが行われました。�

7月は、社会を明るくする月間�
�

　市民会館のグランドピアノを、無料でお貸ししています。小中

学生から、オーデションの練習に訪れた人など、日ごろはあまり

弾くことのできないコンサートサイズのピアノを楽しんでいます。

ご利用には、事前の申し込みが必要です。申し込みなど詳しくは、

同会館（☎２２・１３１５）へ。�

グランドピアノを　弾いてみませんか�

　洲本市消防操法大会が６月３０日、城戸

アグリ公園で行われ、小型ポンプの部で納

鮎屋分団が優勝、ポンプ自動車の部で千草

分団が優勝しました。両分団は、７月２１

日に開かれる兵庫県淡路地区消防操法大会

に出場します。�

消防操法大会開催�
�

　平成１４年度「淡路創造大学」の開講式
が６月２５日、市内のホテルで行われまし
た。講義、ゼミナール方式で毎年時代の課
題に対応した内容を取り上げている同講座
は、地域のリーダー育成を目的としており、
今年度は５８人が受講します。�

21世紀の　淡路のリーダーを目指して�
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　淡路での対局が７回目となる「第７３期棋聖戦」の第２局が

６月２５日市内のホテルで行われました。今回は、郷田真隆棋

聖（写真右）と佐藤康光王将の対戦で、郷田棋聖が２勝目をあ

げました。�

　エトワール生石で、６月２２日から７月１３日までの毎週

土曜日に「トコロテン作り体験」が行なわれました。テン草

を煮詰め、固めているうちに、参加者たちは入浴や辺りの散

策を楽しみ、その後、昼食時にトコロテンを試食しました。�

第73期　棋聖戦開催�

5メートルのジャンボサボテンの花が咲きました�

　山手の淡路文化史料館に

植えられている大賀ハスが

開花しました。二千年以上

前の遺跡から見つかった種

子がもとになっているため、

「二千年ハス」とも呼ばれ

るこのハスは、ミレニアム

にちなんで「三熊山の自然

と史跡を愛する会」が一昨

年植えたもので、淡いピン

ク色の花々に、通りかかっ

た人は、しばし足を止めて

眺めていました。�

　背丈が５メートルもあるサ

ボテンが華麗な花を咲かせま

した。このサボテンは、児島

留夫さん（納）が栽培してい

るもので、梅雨の時期とお盆

の年２回白い花を咲かせます。�

2千年の眠りを経て　大賀ハスが開花�

エトワール生石で　トコロテン作り体験�

　仲山水会館で、毎月行われている
「いきいきサロン」の一環として、６
月２９日「３世代交流会」が開催され
ました。この催しは、仲山水町内会が
自主企画したもので、社協職員もボラ
ンティアで参加し、お年寄りから子供
まで約４０人が竹細工やわらじ作り、
昼食を一緒に楽しみました。�

仲山水で　3世代交流会�
�

　海開きに先駆けた６月１９日、市立洲本第二小学校の全児童と保護者が大浜海水浴場を
清掃しました（写真左）。できることからボランティア活動をと始められたもので、今年
で６回目になります。また、７月１日には洲本市観光協会主催の海開き式が中川市長をは
じめ、地元関係者らが出席して行われ、その後、消防署や警察および市の職員による救助
訓練も行われました。�

夏本番　私たちの手で　海を美しく　安全に�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

　
私
は
耳
鼻
科
医
者
で
す
。
耳

鼻
科
で
中
耳
炎
と
い
う
名
の
つ

く
病
気
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
�

一
、
急
性
中
耳
炎
（
※
１
）
�

　
こ
れ
は
五
〜
六
歳
ま
で
の
乳

幼
児
が
か
か
り
、
風
邪
の
後
な

ど
に
突
然
に
耳
の
激
痛
と
発
熱

が
あ
り
ま
す
。
治
療
で
一
週
間

で
治
り
ま
す
。
小
学
生
に
な
っ

た
ら
あ
ま
り
か
か
り
ま
せ
ん
。
�

二
、
慢
性
中
耳
炎
（
※
２
）
�

　
こ
れ
は
幼
児
期
に
急
性
中
耳

炎
に
何
度
も
か
か
っ
た
人
が
、

運
悪
く
鼓
膜
に
穴
が
あ
い
た
ま

ま
に
な
っ
た
り
、
耳
漏
が
出
た

り
、
聴
こ
え
難
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
五
十
歳
以
上
の
人
に
多

く
、
耳
漏
で
気
持
悪
い
時
に
治

療
が
必
要
で
す
。
完
全
に
治
し

た
い
人
は
鼓
膜
を
張
り
替
え
る

手
術
で
よ
く
治
り
ま
す
。
�

三
、
　
出
性
中
耳
炎
（
※
３
）
�

　
こ
れ
は
幼
児
か
ら
老
人
ま
で

誰
で
も
か
か
る
病
気
で
、
痛
み

も
熱
も
出
ま
せ
ん
が
飛
行
機
に

乗
っ
た
時
お
こ
る
よ
う
な
不
快

感
と
少
し
聴
え
難
く
な
り
ま
す
。

　
人
間
の
場
合
、
鼻
の
奥
か
ら

耳
の
中
耳
と
い
う
部
屋
ま
で
二

〜
三
　
の
管
（
耳
管
）
で
つ
な

が
っ
て
い
て
中
耳
の
気
圧
を
自

動
的
に
調
節
し
て
い
ま
す
。
こ

の
耳
管
が
風
邪
や
疲
労
で
つ
ま

っ
た
時
、
中
耳
の
部
屋
に
水
が

貯
っ
て
　
出
性
中
耳
炎
に
な
り

ま
す
。
�

　
以
上
中
耳
炎
と
名
の
つ
く
病

気
が
三
種
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
て
下
さ
い
。
ど
れ
か
の
症
状

が
あ
る
時
は
耳
鼻
科
医
者
に
か

か
ら
な
い
と
放
っ
て
お
い
て
は

自
然
に
は
治
り
ま
せ
ん
。
�

�

中
耳
炎
一
、
二
、
三�

仲野耳鼻咽喉科�

仲野紘介 医師�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
誰
で
も
で
き
る
有

酸
素
運
動
の
代
表
で
す
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
は
、
健
康
維
持
や

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
ほ
か
、

ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。
「
運
動
を
し
た

い
け
れ
ど
、
な
か
な
か
行
動
に
�

…
」
と
い
う
人
、
是
非
「
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
」
に
入
っ
て
運

動
を
す
る
き
っ
か
け
に
し
ま
し

ょ
う
。
�

◆
対
　
象
　
健
康
な
洲
本
市
民

　
（
病
気
を
お
持
ち
の
人
は
、

　
主
治
医
に
ご
相
談
の
う
え
、

　
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）
�

◆
定
　
員
　
三
十
人
（
定
員
に

　
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
�

◆
と
　
き
　
毎
月
第
一
金
曜
日
、

　
午
前
十
時
〜
正
午
�

◆
と
こ
ろ
　
健
康
福
祉
館
　
二

　
階
、
保
健
セ
ン
タ
ー
�

◆
参
加
費
　
無
料
�

▼
予
約
な
ど
詳
し
く
は
、
市
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
・
３
３

３
７
）
へ
。
�

セ
ン�

チ�

外　耳� 中耳�内耳�

耳介�

外耳道�

耳小骨�

鼓膜�半規管�

上咽頭�

耳管�

蝸牛�
前庭�

※１　鼓膜が赤くなり中�
　　　耳に膿がたまる�
�
※２　鼓膜に穴があき、�
　　　耳漏れが出る�
�
※３　鼓膜はへこみ中耳�
　　　に水が貯まる�

募

集

�
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
�

　
　
　
　
教

室
�

第
一
期
生
�

ウォーキング教室日程�

理学療法士�

�

�

�

理学療法士�

理学療法士�

講話　運動を始める前に（入学式）�

実技　洲本新都心を歩こう①�

講話　正しいウォーキングのしかた�

実技　洲本川・炬口を歩こう②�

講話　食事の取り方・肥満について�

実技　海岸通りを歩こう③�

講話　運動することによって�

実技　松の内内町を歩こう④�

講話　腰痛・膝痛について�

実技　松の内外町を歩こう⑤�

講話　ストレッチ体操�

実技　曲田山を歩こう⑥�

実技　三熊山を歩こう⑦

交流会　参加してみて（卒業式）�

　９月　６日（金）�

１０月　４日（金）�

１１月　８日（金）�

１２月　６日（金）�

　１月１７日（金）�

　２月１４日（金）�

　３月　７日（金）�

講　　師�内　　　　　　容�月　　日�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

医師�

理学療法士�

医師�

理学療法士�

医師�

理学療法士�

栄養士�

理学療法士�



１１�

わが家の　ホ ー プ�

福 島 温 樹 くん�

（平成13年2月27日生まれ）�（上物部）�

元気でたくましい子になってネ。　母：ひとみさん�

７月２５日（木）（第４木曜日）午前７時～正午�

◆固定資産税・都市計画税　　第２期�

◆納　　期　　７月３１日（水）�

納税は便利、安全、確実な口座振替で�

　　　　市役所総務部税務課�

甲
種
防
火
管
理
者
�

資
格
取
得
講
習
会
�

◆
と
　
き
　
八
月
二
十
八
日
（水）
、

　
二
十
九
日
（木）
、
午
前
九
時
〜

　
午
後
五
時
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
消
防
ビ
ル
�

　
五
階
大
会
議
室
�

◆
申
込
期
間
　
八
月
五
日
（月）
〜

　
九
日
（金）
�

◆
費
　
用
　
六
千
円
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
広
域
消
防

事
務
組
合
予
防
課
予
防
係
（
☎

２
４
・
０
１
１
９
）
へ
。
�

��◆
職
　
種
　
消
防
職
�

◆
予
定
人
員
　
若
干
名
�

◆
試
験
日
　
▽
第
一
次
試
験
�

　
九
月
二
十
二
日
（日）
 
▽
第
二

　
次
試
験
　
十
一
月
中
旬
�

◆
申
込
期
間
　
八
月
一
日
（木）
〜

　
十
四
日
（水）
�

◆
受
験
資
格
　
昭
和
五
十
三
年

　
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し

　
た
人
（
ま
た
は
平
成
十
五
年

　
三
月
卒
業
見
込
み
の
人
）
�

▼
詳
し
く
は
淡
路
広
域
消
防
事

務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
☎

２
４
・
０
１
１
９
）
へ
。
�

��◆
試
験
日
　
▽
第
一
次
試
験
�

　
九
月
二
十
九
日
（日）
　
▽
第
二

　
次
試
験
　
十
月
二
十
四
日
（木）
、

　
二
十
五
日
（金）
�

◆
受
付
期
間
　
七
月
二
十
五
日

　
（木）
〜
八
月
八
日
（木）
�

◆
受
験
資
格
　
昭
和
五
十
四
年

　
四
月
二
日
〜
六
十
年
四
月
一

　
日
に
生
ま
れ
た
人
�

▼
詳
し
く
は
大
阪
入
国
管
理
局

総
務
課
人
事
係
（
☎
０
６
・
６

９
４
１
・
０
７
７
１
）
へ
。
�

��◆
種
　
目
　
①
航
空
学
生
②
一

　
般
曹
候
補
学
生
③
曹
候
補
士

　
④
二
等
陸
海
空
士
�

◆
受
付
期
間
　
八
月
五
日
（月）
〜
�

　
九
月
六
日
（金）
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課

（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内
線
２

２
５
）
又
は
自
衛
隊
淡
路
募
集

事
務
所
（
２
４
・
２
４
４
９
）

へ
。
�

����◆
第
一
次
試
験
日
　
①
海
上
保

　
安
大
学
校
　
十
一
月
二
日
（土）
、

　
三
日
（日）
　
②
海
上
保
安
学
校

　
九
月
二
十
九
日
（日）
�

◆
受
付
期
間
　
①
八
月
二
十
九

　
日
（木）
〜
九
月
十
日
（火）
②
七
月

　
二
十
五
日
（木）
〜
八
月
八
日
（木）
�

▼
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
、

瀬
戸
内
海
東
部
統
制
通
信
事
務

所
（
☎
６
４
・
０
４
２
６
）
へ
。
�

消
防
職
員
�

自
　
衛
　
官
�

入
国
警
備
官
�

海
上
保
安
大
学
校
・
�

海
上
保
安
学
校
　
�

　
　
学
　
生
�

受
講
生
�

今　月　の　納　税�

今 月 の 拠 点 回 収 �
�

　警察では被害者の人たちに安心してご相談いただける

よう、各種相談窓口を開設しています。�

また、お近くの警察署や交番でも相談を受けていますの

で、お気軽にご相談ください。�

警 察 の 被 害 者 支 援 �

兵庫警察本部・洲本警察署�

性犯罪被害１１０番�
レディースサポートライン�

女性警官が対応します。�

土・日・休日を除く午前�

９時から午後５時まで。�

２４時間対応。�

少年専門相談員が対応し�

ます。土・日・休日を除�

く午前９時から午後５時�

半まで。�

２４時間対応。�

土・日・休日を除く午前�

９時から午後５時半まで。�

土・日・休日を除く午前�

９時から午後５時半まで。�

犯罪被害給付制度など各�

種支援制度の相談やカウ�

ンセリングに対応します。�

土・日・休日を除く午前９時�

から午後５時４５分まで。�

０７８・３５１・０１１０�

�

０１２０・２０・８９３０�

�
�

０１２０・７８６・１０９�

�
�

０７８・３７１・９１１０�
�

０７８・３７１・７８３０�
�
�

０７８・３６１・２１１０�

�

�
�

０１２０・３３８・２７４�

暴力団１１０番ヤクザゼロ�

�

少　年　相　談　室�

ヤ ン グ ト ー ク�

�

悪 質 商 法 １１０番�
�

ストーカー相談電話�

�

県 警 な ん で も 相 談�

�

�
�

被害者こころの電話�

受 付 な ど �電 話 番 号 �

����yyyy

◆と　き　　８月１０日（土）～１１月１０日（日）�

　　　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時半まで）�

◆ところ　　淡路文化史料館�

　詳しくは、同館（☎２４・３３３１）へ。�▼
�

◆受付期間　7月25日（木）～8月8日（木）�
◆受験資格　昭和48年4月2日～60年4月1日に生まれた人�
　詳しくは大阪矯正管区職員課（☎06・941・5751）へ。�

刑 務 官 募 集 �

▼
�

は る き �



１２�

情報広場�

�����◆
職
種
・
採
用
予
定
者
　
▽
事

　
務
職
　
約
十
人
　
▽
技
術
職

　
（
土
木
）
二
人
　
▽
調
理
員

　
約
三
人
�

◆
受
験
資
格
�

事
務
職
�

①
大
学
卒
　
昭
和
五
十
二
年
四

　
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年

　
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
人
（
平
成
十
四
年
度
中
に
年

　
齢
が
二
十
二
歳
に
な
る
人
か

　
ら
二
十
五
歳
に
な
る
人
ま

　
で
）
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

　
る
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た

　
人
及
び
来
年
三
月
に
卒
業
見

　
込
み
の
人
�

②
短
大
卒
　
昭
和
五
十
四
年
四

　
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年

　
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
人
（
平
成
十
四
年
度
中
に
年

　
齢
が
二
十
歳
に
な
る
人
か
ら

　
二
十
三
歳
に
な
る
人
ま
で
）

　
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
短

　
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
又

　
は
専
門
学
校
（
修
業
年
限
二

　
年
以
上
の
専
修
学
校
の
専
門

　
課
程
）
を
卒
業
し
た
人
及
び

　
来
年
三
月
に
卒
業
見
込
み
の

　
人
�

③
高
校
卒
　
昭
和
五
十
六
年
四

　
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四

　
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
（
平
成
十
四
年
度
中
に
年
齢

　
が
十
八
歳
に
な
る
人
か
ら
二

　
十
一
歳
に
な
る
人
ま
で
）
で
、

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

　
校
を
卒
業
し
た
人
及
び
来
年

　
三
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
�

＊
た
だ
し
、
①
に
該
当
す
る
人

　
が
②
又
は
③
を
受
験
し
た
り
、

　
②
に
該
当
す
る
人
が
③
を
受

　
験
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

　
ま
せ
ん
。
�

技
術
職
（
土
木
）
�

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
か

　
ら
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成

　
十
四
年
度
中
に
年
齢
が
二
十

　
二
歳
に
な
る
人
か
ら
二
十
五

　
歳
に
な
る
人
ま
で
）
で
、
学

　
校
教
育
法
に
よ
る
四
年
制
大

　
学
に
お
い
て
土
木
（
農
業
土

　
木
を
含
む
）
に
関
す
る
専
門

　
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た

　
人
及
び
来
年
三
月
に
卒
業
見

　
込
み
の
人
�

調
理
員
�

　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か

　
ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成

　
十
四
年
度
中
に
年
齢
が
十
八

　
歳
に
な
る
人
か
ら
三
十
五
歳

　
に
な
る
人
ま
で
）
で
、
調
理

　
師
免
許
を
有
す
る
人
�

◆
試
験
日
　
▽
第
一
次
試
験
　

　
九
月
二
十
二
日
（日）
　
▽
第
二

　
次
試
験
　
十
月
下
旬
の
予
定
�

◆
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
な

　
ど
の
配
布
　
七
月
十
五
日
（月）

　
か
ら
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。
�

◆
申
込
受
付
期
間
　
八
月
八
日

　
（木）
か
ら
八
月
二
十
六
日
（月）
ま
で
。
�

▼
試
験
案
内
、
受
験
申
し
込
み

な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務

部
総
務
課
職
員
係
（
☎
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
２
２
、
２
２

３
）
へ
。
�

���◆
と
　
き
　
七
月
二
十
一
日
（日）

　
午
後
二
時
〜
四
時
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
文
化
会
館
ホ

　
ー
ル
�

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
淡

路
県
民
局
企
画
調
整
部
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
担
当
（
☎
２
６
・
２
０

１
５
）
へ
。
�

��◆
締
切
り
　
八
月
三
十
日
（金）
�

◆
表
　
彰
　
市
長
賞
、
警
察
署

　
長
賞
、
交
通
安
全
対
策
委
員

　
会
会
長
賞
、
交
通
安
全
協
会

　
会
長
賞
及
び
粗
品
進
呈
�

◆
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

　
う
え
、
は
が
き
で
応
募
し
て

　
く
だ
さ
い
。
�

◆
あ
て
先
　
洲
本
市
本
町
三
―
�

　
四
―
一
〇
　
市
役
所
市
民
生

　
活
部
市
民
課
�

▼
詳
し
く
は
、
同
課
市
民
相
談

係
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内
線

３
４
６
）
へ
。
�

��◆
締
切
り
　
九
月
二
十
日
（金）
�

◆
テ
ー
マ
　
我
が
家
の
交
通
安

　
全
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

　
紙
３
枚
以
内
）
�

▼
詳
し
く
は
、
（社）
日
本
交
通
福

祉
協
会
交
通
安
全
作
文
募
集
係

（
☎
０
３
・
３
２
５
５
・
２
０

８
１
）
へ
。
�

�������　
市
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

適
正
冷
房
の
徹
底
に
よ
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
推
進
を
通

じ
て
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、

環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
文

化
の
定
着
・
発
信
を
展
開
中
の

関
西
広
域
連
携
協
議
会
「
関
西

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
呼
応
し
て
、
七
月

か
ら
八
月
ま
で
の
二
か
月
間
、

二
十
八
度
以
上
の
適
正
冷
房
を

維
持
し
執
務
時
間
中
の
職
員
の

軽
装
に
取
り
組
む
た
め
、
�

　
①
上
着
を
着
用
し
な
い
�

　
②
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

市

職

員

募

集

�

申

込

受

付

は
�

　
８
月
８
日
〜
２６
日
�

く
に
う
み
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

交
通
安
全
川
柳
�

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
�

参
加
者
�

お
知
ら
せ�

夏の交通事故防止運動　7月15日（月）～31日（水）�
　夏期のレジャーなどによる交通量の増大に加え、暑さからくる疲労や気のゆ

るみなどから、交通事故の多発が予想されます。一人一人の交通モラルの高揚

を図り、思いやりのある交通行動の実践を習慣づけ、交通事故を防止しましょう。�

◆重点項目　　①子供と高齢者の交通事故防止�
　　　　　　　②シートベルト・チャイルドシートの着用の徹底�

　　　　　　　③無謀運転の追放�

夜間の外出には、反射材を活用しましょう　洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

8月は道路ふれあい月間�
 ８月１０日は「道の日」�

　道路はみんなのものです。ルールを守

って広く・正しく使いましょう。�

　ゴミ、空缶のポイ捨て、無断の貼り紙、

はみ出し看板の設置はやめましょう。�

洲本市・国土交通省・兵庫県県土整備部�

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
�

７
月
〜
８
月
�

市
職
員
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
勤
務
�



１３�

ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ�

２４３�

ヒメハルゼミ　左から雄、雌、脱皮殻�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

栄養士 　小 丸 恭 子 �

豚

肉

サ

ラ

ダ

�

　
豚
肉
は
、
夏
バ
テ
予
防
に
有

効
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
を
豊
富
に
含

ん
で
い
ま
す
。
�

■
作
り
方�

①
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ

　
た
豚
肉
を
さ
っ
と
ゆ
で
る
。

②
ト
マ
ト
は
一
　
の
角
切
り
、

　
青
じ
そ
は
せ
ん
切
り
に
す
る
。
�

③
①
②
と
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
和

　
え
る
。
�

　
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
は
、
ハ
ル
ゼ

ミ
に
似
て
い
て
小
型
な
の
で
、

こ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
の
で

す
が
、
成
虫
は
七
月
に
な
っ
て

か
ら
現
れ
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
は

原
生
林
に
生
息
す
る
も
の
で
、

瀬
戸
内
海
の
沿
岸
で
は
、
広
島

県
の
宮
島
と
淡
路
島
だ
け
に
生

息
す
る
貴
重
な
種
類
で
す
。
�

　
淡
路
で
は
諭
鶴
羽
山
と
そ
の

周
辺
に
多
い
の
で
す
が
、
洲
本

市
で
は
先
山
と
三
熊
山
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
三
熊
山
は
山
麓

ま
で
市
街
地
が
迫
っ
て
い
ま
す

が
、
北
斜
面
は
ス
ダ
ジ
イ
な
ど

の
自
然
林
が
残
っ
て
い
て
、
ヒ

メ
ハ
ル
ゼ
ミ
は
、
こ
れ
ら
の
樹

林
と
共
に
今
ま
で
生
き
残
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
�

　
こ
の
セ
ミ
に
は
合
唱
性
（
一

匹
が
鳴
き
始
め
る
と
一
斉
に
鳴

き
出
す
）
が
あ
り
、
三
熊
山
で

は
、
七
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

◆材料（２人分）�

豚ロースうす切り　　　１００�

トマト　　　　　　　　１００�

青じそ　　　　　　　　　　２枚�

ドレッシング（市販品）大さじ１�

�

　　１人分�

　　エネルギー　　２４５�

　　塩分　　　　　 ０．５�

献
血
日
程�

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
�

受
給
者
は
現
況
届
の
提
出
を
�

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
�

制
限
等
の
改
正
に
つ
い
て
�

１０５�

カロ�
リー�

キ�
　ロ�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
�

受
講
試
験
を
行
な
い
ま
す
�

軍
人
恩
給
の
受
給
資
格
を
�

調
査
し
ま
す
�

��　
母
子
家
庭
に
対
し
て
支
給
さ

れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当
制
度

が
本
年
八
月
か
ら
改
正
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
受
給
者
の
収
入

に
応
じ
て
、
手
当
額
が
二
段
階

（
全
部
支
給
が
月
額
四
万
二
三

七
〇
円
、
一
部
支
給
が
月
額
二

万
八
三
五
〇
円
）
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
全
部
支
給

及
び
一
部
支
給
の
所
得
の
範
囲

が
変
わ
り
、
一
部
支
給
の
手
当

額
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ

て
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
ま
す
。
�

　
ま
た
、現
在
、都
道
府
県
で
行

な
っ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
事
務
は
、
市
が
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
�

　
今
回
の
改
正
に
伴
っ
て
毎
年

の
現
況
届
な
ど
記
載
事
項
も
変

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。
�

���　（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
年
一
回
現
�

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
、
支
払
い
が
停

止
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
�

◆
現
況
届
の
受
付
　
▽
と
き
　

　
八
月
十
三
日
（火）
〜
十
六
日
（金）

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
　
▽

　
と
こ
ろ
　
健
康
福
祉
館
内
福

　
祉
課
�

▼
詳
し
く
は
、同
福
祉
課（
☎
２

２
・
３
３
３
２
内
線
５
１
０
）へ
。
�

���◆
試
験
日
　
十
月
二
十
七
日
（日）
�

◆
試
験
会
場
　
甲
南
大
学
�

◆
受
　
付
　
八
月
二
日
（金）
〜
十

　
六
日
（金）
�

◆
受
験
の
手
引
き
は
、
県
健
康

　
福
祉
事
務
所
か
健
康
福
祉
館

　
内
介
護
福
祉
課
で
配
布
。
�

▼
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
７

８
・
２
２
１
・
９
７
３
１
）
へ
。
�

���◆
対
　
象
　
旧
軍
人
（
又
は
未

　
亡
人
）
で
軍
人
恩
給
の
未
請

　
求
者
（
公
務
員
退
職
な
ど
の

　
年
金
受
給
者
を
除
く
）
�

◆
申
込
み
　
履
歴
申
立
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
終
戦
当

　
時
の
本
籍
地
の
都
道
府
県
援

　
護
担
当
課
に
提
出
。
�

◆
用
　
紙
　
健
康
福
祉
館
内
介

　
護
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
�

◆
恩
給
の
種
類
　
▽
普
通
恩
給

　
実
在
三
年
以
上
で
加
算
年
を

　
含
め
た
在
職
十
二
年
以
上
　

　
▽
一
時
恩
給
　
実
在
が
引
き

　
続
き
三
年
以
上
　
▽
一
時
金

　
実
在
が
三
年
以
上
（
一
時
恩

　
給
・
一
時
金
は
支
給
一
回
限
り
）
�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
援
護
室

恩
給
係
（
☎
０
７
８
・
３
４
１
・

７
７
１
１
内
線
２
９
９
８
）
へ
。

◆
七
月
二
十
三
日
（火）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
旧

　
洲
本
保
健
所
）
�

◆
八
月
十
八
日
（日）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
一
時
�

　
大
野
公
民
館
�

▽
午
後
二
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
�

◆
八
月
二
十
一
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
八
月
二
十
三
日
（金）
�

▽
午
前
九
時
五
十
分
〜
十
時
五

　
十
分
　
�

　
兵
庫
日
産
モ
ー
タ
ー
洲
本
店
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

セ
ン�

チ�



１４�

　地価下落が続いているのになぜ固定資産税の税額が上が
っているのか、という問い合せについてお答えします。�
�
　宅地には住宅用地と非住宅用地がありますが、今回は住
宅用地を例にお答えします。�
�
�
�
　これは、土地の場合、評価額と課税標準額との間に税負
担の軽減のための負担調整があるためです。�
�
　例えば、評価額が６００万円で地積が２００㎡の住宅用
地の場合、�
住宅用地の特例（注１）があり、課税標準額が６分の１に
なり、次のような計算になります。�
固定資産税�
　評価額　　　　住宅用地の特例（注１）課税標準額�
　６００万円　×　１／６　　　　＝　　１００万円�
　課税標準額　　税　率　　　　　　　　税　額�
　１００万円　×　１．４％　　　 ＝　　 １．４万円�
都市計画税�
　評価額　　　　住宅用地の特例　　　　課税標準額�
　６００万円　×　１／３　　　　＝　　２００万円�
　課税標準額　　税　率　　　　　　　　税　額�
　２００万円　×　０．２％　　　 ＝　　 ０．４万円�
�
　この場合、地価が下落して評価額が下がると税額も下が
りますが、現実には多くの宅地で上記の１００万円より低
い課税標準額に税率をかけています。�
　その原因はなぜかといいますと、平成６年度に宅地の評

価水準を全国一律に地価公示の７割評価とする評価替え
（注２）が行なわれました。それまで市町村間で評価水準
の均衡がとれていなかったことへの是正を図ったわけです。�
　その結果、全国平均で評価額が４倍程度に上昇しました。�
�
�
　評価額が４倍になると最終的には税額も４倍になります
が、平成６年度から負担調整率等を使って徐々に税額を上
げるという措置で税負担の軽減を図っています。�
　下図はそれを簡単に説明した表ですが、平成５年度に１
５０万円であった評価額が６００万円と４倍に上昇したた
め、本来は課税標準額が１００万円になりますが、実際は
前年度の課税標準額に負担調整率１．０７５をかけた４０万
３千円が平成６年度の課税標準額になります。�
�
�
�
　地価の下落と税負担の軽減に対応するため、平成９年度
から負担水準（注３）が８０％を超えると課税標準額が据
え置かれる措置がとられています。�
　また、１０年度からは評価替えの年度以外でも著しい地
価の下落がある場合、評価額の時点修正（下落修正）を行
っています。�
　税額と地価下落との関係ですが、平成９年度のように評
価額が下がっても、図の②と④課税標準額に開きがある間
は税額が上がることになりますが、図の１４年度のように
評価額が下がって負担水準が８０％を超えると、課税標準
額が据え置かれ、税額の上昇が止ります。�
　詳しくは、市役所総務部税務課固定資産税係（☎２２・
３３２１内線２６０・２６１・２６２）へ。�

�
（注１）住宅用地の特例　　住宅用地については、その税
負担を軽減する必要から課税標準額の特例措置が設けられ
ています。�
住宅用地の範囲�
　　①専用住宅の場合…家屋の床面積の１０倍までの面積�
　　②併用住宅の場合…家屋の敷地面積（家屋の床面積の
　　　１０倍まで）に右表の住宅用地の率をかけた面積�
小規模住宅用地……住宅用地の内２００㎡までの面積の課
税標準額が６分の１の額になる。（都市計画税は３分の１）�
その他の住宅用地…住宅用地の内２００㎡を超える面積の
課税標準額が３分の１の額になる。（都市計画税は３分の２）�
（注２）評価替え　　固定資産税の土地と家屋の評価額は
３年に１度見直します。評価替えの年度を基準年度といい、

第２年度、第３年度は評価額を据え置きます。次回の評価
替えは１５年度です。�
（注３）負担水準　　前年度の課税標準額を評価額（住宅
用地の特例がある場合は特例適用後の額）で割った数値。
これにより負担調整率を求めます。また、８０％を超える
と課税標準額が据え置かれます。�

住宅用地の率�居 住 部 分 の 割 合 �家　　　　屋�

１．０�

０．５�

１．０�

０．５�

０．７５�

１．０�

全　　　　部�

４分の１以上２分の１未満�

２分の１以上�

４分の１以上２分の１未満�

２分の１以上４分の３未満�

４分の３以上�

専用住宅�
�

ハ以外の併用住宅�

�

地上５階以上の耐火建�

築物である併用住宅�

イ�
�

ロ�

�
�

ハ�

平成14年度�平成13年度�平成12年度�平成11年度�平成10年度�平成9年度�平成8年度�平成7年度�平成6年度�平成5年度�
①評　価　額�
住宅用地の特例�
②本来の課税標準額�
③負担調整率�
④課税標準額�
⑤税　　　率�
⑥税　　　額�
⑦税額の増減�
⑧負担水準（平成９年度～）�

3,700,000�
0.167�

616,000�
1.000�

500,000�
0.014�
7,000�

0�
0.81

4,000,000�
0.167�

666,000�
1.025�

500,000�
0.014�
7,000�
200�
0.73

4,200,000�
0.167�

700,000�
1.025�

488,000�
0.014�
6,800�
200�
0.68

4,400,000�
0.167�

733,000�
1.025�

477,000�
0.014�
6,600�
100�
0.64

4,600,000�
0.167�

766,000�
1.025�

466,000�
0.014�
6,500�
200�
0.59

5,000,000�
0.167�

833,000�
1.025�

455,000�
0.014�
6,300�
100�
0.53

6,000,000�
0.167�

1,000,000�
1.050�

444,000�
0.014�
6,200�
300

6,000,000�
0.167�

1,000,000�
1.050�

423,000�
0.014�
5,900�
300

6,000,000�
0.167�

1,000,000�
1.075�

403,000�
0.014�
5,600�
400

1,500,000�
0.250�

375,000�
�

375,000�
0.014�
5,200

土地の税額は、評価額でなく課税標準額に税率を�
かけて算出します。�

負担調整率で、急激な税負担の増加を抑えています。�

負担水準が80％以上になると、税額は据え置き、�
地価の下落修正も行っています。�

▼

用 語 の 説 明 �



１５� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

　
ご
存
知
の
方
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
（
担
当
者
は
、

一
年
以
上
前
か
ら
、
何
か
し
ら

気
に
か
か
る
も
の
が
あ
っ
た
の

で
す
が
）
来
月
は
「
市
政
ニ
ュ

ー
ス
」
か
ら
数
え
て
、
「
広
報

す
も
と
」
五
百
号
に
な
り
ま
す
。

市
が
広
報
誌
を
発
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五

年
。
様
々
な
変
遷
を
経
て
、
現

在
の
「
広
報
す
も
と
」
へ
と
続

い
て
い
ま
す
。
◆
最
初
は
「
市

政
月
報
」
と
い
う
名
前
で
、
タ

イ
ト
ル
ロ
ゴ
は
、
波
に
チ
ド
リ

を
バ
ッ
ク
に
し
て
お
り
、
レ
ト

ロ
な
感
じ
が
逆
に
新
鮮
で
す
。

◆
広
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

見
て
い
る
と
、
洲
本
市
が
ど
の

よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ち

な
み
に
私
が
生
ま
れ
た
月
の
広

報
紙
の
特
集
は
、
三
熊
城
の
改

装
で
し
た
。
そ
う
思
う
と
、
三

熊
城
に
も
な
ん
だ
か
、
親
し
み

を
感
じ
て
き
ま
す
。
三
百
号
ま

で
は
、「
広
報
す
も
と
縮
刷
版
」
�

と
し
て
１
冊
の
本
に
な
っ
て
い

ま
す
。
図
書
館
な
ど
に
も
あ
り

ま
す
の
で
、
一
度
皆
さ
ん
も
、

自
分
の
記
念
日
に
、
洲
本
市
で

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ

て
い
た
か
御
覧
に
な
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
�

来
月
号
を
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み

に
。
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
）
�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

　７月、８月の乳幼児健康診査を次�
のとおり行います。対象者には問診�
票などを送付しますので、母子手帳�
を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。８月�
　７日（水）、８月２１日（水）、（受付・市�
　役所市民相談係で電話による予約�
　受付けをしています。☎２２・３�
　３２１内線３４５・３４６）総合�
　福祉会館で。�
行政相談　８月１４日（水）、午後１時�
　１５分～（受付・午後１時３０分�
　まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　第３金曜日、午前１０�
　時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（☎２６・００２２）。�
家庭児童相談　０～１８歳までの子�
　供の相談。毎週月・火・木、午前�
　８時３０分～午後５時１５分、洲�
　本市健康福祉館（☎２２・３３３�
　２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（☎�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日（午前１０�
　時３０分～午後５時）福祉事務所で。�

由 良 公 民 館 で �

洲本健康福祉事務所で�

７月１８日（木）�

７月２６日（金）�

８月５日（月）�

８月８日（木）�

８月９日（金）�

８月２３日（金）�

�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１３年９月生�

�

Ｈ１２年１２月生�

�

�

�

Ｈ１３年１月生�

Ｈ１４年３月生�

�

�

�

Ｈ１４年４月生�

�

�

�

Ｈ１１年５月生�

胃がん検診　８月７日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�
　～（料金１５，５８０円、申込・洲�
　本健康福祉事務所へ）洲本市民で�
　国民健康保険に加入し３０歳以上�
　の人に８，０００円、社会保険などの�
　加入者で４０歳以上の人に５，０００�
　円の助成があります。（ただし１�
　年度１回限り）　　�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。）　　�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

健康相談�

乳 幼 児 �
健康診査�

図 書 館 �

（☎２２・３３２２）�

市民工房�

市民相談�

（☎２２・３３３７）�

（☎２２・３３３７）�

（☎２７・２１６７）�

市保健センターで�
（☎２２・３３３７）�

（☎２２・３５４１）�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～第４�
　月曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気　７月２３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　８月２０日�
　（火）、受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き　９月１０日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん　８月６日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ　８月７日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　８月７日（水）、午後１時�
　～３時�
７か月児相談　７月２４日（水）、受付�
　・午前９時４５分～１０時、対象�
　者（Ｈ１３．１２月生まれ）には�
　案内、問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　７月２５日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�
　者（Ｈ１２．７月生まれ）には案�
　内、問診票などを送付します。�
乳幼児相談　７月１９日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～第４月曜�
　日、午後１時～３時（栄養相談は�
　第２・４月曜日）�
�
�
�
�
成人健康相談　９月２日（月）、午後１�
　時３０分～３時�
�
�
�
�
成人健康相談　毎月第１～第４金曜�
　日、受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２火曜日、奇数月�
　第３火曜日、予約制・午後１時３０�
　分～（精神病、痴呆、アルコールそ�
　の他心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談　毎月第１・３月曜日�
　午後１時～５時（予約が必要）�

洲本市民工房ギャラリー�
宝石で巡る世界遺産展�
　７月２１日（日）～２３日（火）�
かな書展（萌生会）�
　７月２７日（土）～２８日（日）�
hands on  みんなでつくる展覧会�
　８月１日（木）～１１日（日）�
白美会展覧会�
　８月１３日（火）～１６日（金）�
現役学生展�
　８月１８日（日）～９月１日（日）�

　６月３日から７日までの５日間、
「トライやるウィーク」が実施され、
市内の中学生１３人が図書館の仕事
を体験しました。カウンターでの貸
出・返却作業のほか、本の整理整頓
や「ブッカー」というフィルムで本
をコーティングする作業、七夕飾り
作り等々、どの仕事も一生懸命にこ
なしてくれました。最終日には「色
々なことが学べてよかった」「どん
な本があってどんな仕事をしている
のか良く分かった」「館長さんが絵
本の読み聞かせをしてくれた事が印
象に残った」などの感想が寄せられ
ました。なお、生徒の皆さんの感想
文は、現在児童室にて展示してます。
利用者の皆さんにもご理解ご協力い
ただき、ありがとうございました。�
�
《行事のお知らせ》�

「おはなし会」（３～６歳児対象）�
７月２７日（土）午後２時から�

「もっとおはなし会」（小学生対象） �
７月２７日（土）午後２時３０分から �
「いっしょにおはなしかい」 �

（０～３歳児対象） �
８月７日（水）午前１１時から �

「おりがみ教室」 �
８月３日（土）午後２時から �

「つくってあそぼう！」 �
８月１８日（日）午後１時３０分から �
※「つくってあそぼう！」「おりが
み教室」は定員４０名。参加申込は
前日まで。�
「夏休みビデオ上映会」 �

８月１７日（土）午後２時から�
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◆
と
　
き
　
八
月
十
三
日
（火）
、
午
後
七
時
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
ジ
ャ
ス
コ
駐
車
場
東
側
空
地
�

 
市
農
政
課
で
は
、
「
花
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
五
月
に
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
祭
典
を
開
催
し
ま
す
。
焼
肉
や

た
こ
天
な
ど
の
「
食
の
コ
ー
ナ
ー
」
と
、
野
菜
、
牛
乳
な
ど
の
販

売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
友
人
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
八
月
九
日
（金）��
、
午
後
六
時
〜
八
時
�

　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
、
荒
天
時
は
中
止
）
�

◆
と
こ
ろ
　「
御
食
国
」
横
の
多
目
的
広
場
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
産
業
振
興
部
農
政
課
（
☎
２
２
・
３
３
２

１
内
線
２
４
４
）
へ
。
�

　
成
ヶ
島
に
生
息
す
る
希
少
海
浜
植
物
「
ハ
マ
ボ
ウ
」
を
島

内
外
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
海
の
日
」
に
、
ハ

マ
ボ
ウ
の
見
学
と
エ
ト
ワ
ー
ル
生
石
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
七
月
二
十
日
（土）
、
午
前
八
時
半
か
ら
�

◆
と
こ
ろ
　
エ
ト
ワ
ー
ル
生
石
駐
車
場
�

◆
内
　
容
　
▽
成
ヶ
島
で
の
「
ハ
マ
ボ
ウ
」
見
学
会
　
▽
ト

　
コ
ロ
テ
ン
体
験
＆
無
料
試
食
　
▽
由
良
漁
協
婦
人
部
の
タ

　
コ
飯
・
タ
コ
天
・
あ
な
ご
天
の
販
売
　
▽
御
食
国
に
よ
る

　
出
店
な
ど
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
産
業
振
興
部
農
政
課
（
☎
２
２
・
３

　
３
２
１
内
線
２
４
４
）
へ
。
�

エ
ト
ワ
ー
ル
生
石
�

セン�
チ�

ハ
マ
ボ
ウ
見
学
会
�

　
雨
天
や
強
風
の
場
合
は
、
八
月
五
日
に
順
延
し
ま
す
。
交
通
渋

滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
遊
漁
船
で
の
花
火
見
学
は
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。
�

塩
屋
１
号
線
が
メ
ー
ン
お
ど
り
場
に
�

　
今
年
も
お
ど
り
大
会
は
、
塩
屋
１
号
線
を
メ
ー
ン
会
場
に
し
て

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
こ
の
熱
狂
を
生

中
継
で
放
送
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
商
工
会
議
所
（
☎
２
２
・
２
５
７
１
）
か
市

役
所
産
業
振
興
部
商
工
観
光
課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
３

８
・
２
３
９
）
へ
。
�

第
５５
回
�

真
夏
の
競
演
�

八
月
二
日
（金）
〜
四
日
（日）
�

淡
路
島
ま
つ
り
�

淡
路
島
ま
つ
り
�
踊
っ
て
暑
さ
を
吹
っ
飛
ば
せ
！
�

〜
自
由
参
加
・
飛
び
入
り
大
歓
迎
〜
�

ハマボウ�

海岸の砂地に生える落葉低木

で、夏にハイビスカスに似た

直径５　ほどの黄色い花をつ

けます。�

ハマボウの花�

１６�

◆
お
ど
り
大
会
…
八
月
二
日

お
ど
り
大
会
…
八
月
二
日
（金（金）
、
三
日

、
三
日
（土（土）
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
〜
十
時

午
後
六
時
〜
十
時
�

◆
花
火
大
会
…
…
八
月
四
日

花
火
大
会
…
…
八
月
四
日
（日（日）
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
〜
九
時

午
後
八
時
〜
九
時
�

◆
お
ど
り
大
会
…
八
月
二
日
（金）
、
三
日
（土）
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
〜
十
時
�

◆
花
火
大
会
…
…
八
月
四
日
（日）
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
〜
九
時
�


